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最終頁に続く

(54)【発明の名称】 双安定液晶表示装置の高速アドレス

(57)【要約】
双安定カイラルネマティック液晶表示装置に関する高速
アドレッシング方法が、アドレッシングパルスについて
の直交信号を用いることにより得られる。その結果、一
度の行アドレッシング時間中に、より多くの行がアドレ
スされ得る。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】  行電極を備えた第１の基板と、列電極を備えた第２の基板と

、表示されるべき画像によった、データ信号により前記列電極を駆動し、選択信

号により前記行電極を駆動する駆動手段とを有すると共に、挿入された電気光学

材料層を伴って前記行電極と列電極とで規定された重なり合う部分が画素を規定

し、前記電気光学層が、複数の状態を呈することが可能であり、これら複数の状

態の少なくとも２つの状態が電界の存在しない場合に安定である表示装置であっ

て、

  動作状態において、前記駆動手段が、選択期間中、ｐ行（ｐ＞１）の行電極の

グループに、互いに直交する信号を連続的に与えることを特徴とする表示装置。

    【請求項２】  前記電気光学層が、カイラルネマティック液晶材料を含み、

この電気光学層の少なくともフォーカルコニック状態及びプレーナ状態が、電界

の存在しない場合に安定であることを特徴とする請求項１記載の表示装置。

    【請求項３】  前記駆動手段が、選択期間よりも前に、ｐ行の画素のグルー

プの液晶材料を規定された状態に導く手段を有することを特徴とする請求項１又

は２記載の表示装置。

    【請求項４】  動作状態において、前記駆動手段が、選択期間よりも前に、

前記ｐ行の画素のグループの液晶材料をホメオトロピック状態に導くことを特徴

とする請求項３記載の表示装置。

    【請求項５】  Ｖｏｎは、ホメオトロピック状態を経由して前記プレーナ状

態へ遷移するために必要とされる、反射（透過）／電圧特性曲線における画素の

両側の電圧であり、Ｖｏｆｆは、前記フォーカルコニック状態への遷移に関する

反射（透過）／電圧特性曲線における画素の両側の電圧であり、Ｖｐｆは、前記

プレーナ状態から前記フォーカルコニック状態への遷移に関する反射（透過）／

電圧特性曲線における画素の両側の電圧であり、

【数１】
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とすると、

【数２】

であることを特徴とする請求項２記載の表示装置。

    【請求項６】  選択期間における選択電圧の電圧積分値が、実質的にゼロで

あることを特徴とする請求項１記載の表示装置。

    【請求項７】  前記行電極のグループが、ウォルシュ関数に基づき互いに直

交する信号を連続して与えられることを特徴とする請求項１記載の表示装置。

    【請求項８】  前記駆動手段が、選択に先立って選択されるべき画素に準備

信号を与える手段を有することを特徴とする請求項２記載の表示装置。

    【請求項９】  前記駆動手段が、選択後に画素に発生信号を与える手段を有

することを特徴とする請求項２記載の表示装置。

    【請求項１０】  前記フォーカルコニック状態と前記プレーナ状態とにおけ

る前記電気光学材料層の光学的な回転が異なる値を持ち、当該表示装置がこれら

異なる値を識別可能な手段を有することを特徴とする請求項２記載の表示装置。
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【発明の詳細な説明】

      【０００１】

    【発明の属する技術分野】

  本発明は、行電極を備えた第１の基板と、列電極を備えた第２の基板と、表示

されるべき画像によって、データ信号により列電極を駆動し、選択信号により行

電極を駆動する駆動手段とを有すると共に、挿入された電気光学材料層を伴って

行電極と列電極とで規定された重なり合う部分が画素を規定し、電気光学層が、

複数の状態を呈することが可能なカイラルネマティック液晶材料を含み、これら

複数の状態の少なくともフォーカルコニック状態及びプレーナ状態が電界の存在

しない場合に安定である表示装置に関する。

      【０００２】

  より一般的には、本発明は、電気光学層が複数の（長時間）安定な状態の間で

スイッチングされ得る表示装置に関する。２つの（又はそれ以上の）安定な状態

に基づく表示装置は、例えば一度書込まれた情報が長い期間保持されるべきであ

るとき（電子新聞、テレフォニー、スマートカード、電子値札、ＰＤＡ、ビルボ

ードなど）、種々の用途に用いられ得る。

      【０００３】

    【従来の技術】

  カイラルネマティック液晶材料をベースとするこのような表示装置の画素は、

複数の安定な状態、すなわち、液晶材料層のフォーカルコニック（focal-conic

）状態に対応する光透過状態と、液晶材料層のプレーナ状態に対応する反射状態

とを有している。反射光のカラー（波長）は、液晶材料のピッチ、すなわち、デ

ィレクタ（層における分子の平均的な配向）が３６０度のねじれを作る距離に依

存している。電界が存在しない場合には、両方の状態は共に、長い期間安定であ

る。光透過状態では、テクスチャ（プレーナ状態における画素部分と、フォーカ

ルコニック状態における画素部分との比）に依存して、上述したカラーの光が多

かれ少なかれ通過する。また、このような表示装置は、全ての分子（ディレクタ

）が、高電圧下で分子自身を電界の向きに向ける所謂ホメオトロピック（homeot

ropic）状態を有している場合もある。入射光は、妨害されないように液晶材料
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を通り抜けて通過する。偏光子のない装置が用いられる際には、反射型表示装置

のホメオトロピック状態におけるカラーは、吸収層などのバックグラウンドのカ

ラーによって決定される。この表示装置は、通常、２つの安定な状態のうちの一

方に達するためにのみこの状態に導かれる。用いられる周波数及びスイッチング

パルスの電圧に依存して、画素はフォーカルコニック状態又はプレーナ状態に変

化する。

      【０００４】

    【発明が解決しようとする課題】

  異なる状態を書込む選択時間（アドレス時間）は、通常かなり長い。特別な手

段を持っていない場合には、２０～３０ミリ秒であり、これは例えば電子新聞に

用いるためには長すぎる。

      【０００５】

  ＳＩＤ９５ダイジェストの３４７ページの“Dynamic Drive for Bistable Cho

lesteric Displays; A Rapid Addressing Scheme”には、準備フェーズと発生フ

ェーズとを用いる特別な駆動方法によって、異なる状態に到達するのに必要なア

ドレス時間をどの程度低減可能であるかが記載されている。

      【０００６】

    【課題を解決するための手段】

  本発明の目的は、特に、選択期間を短くすることである。このため、本発明に

係る表示装置は、動作状態において、駆動手段が、選択期間中、ｐ行（ｐ＞１）

の行電極のグループに、互いに直交する信号を連続的に与えることを特徴として

いる。

      【０００７】

  フレーム応答として知られる現象を抑制するために、直交信号を用いて（超）

ねじれネマティック表示装置を駆動すること自体は知られている。従来の信号線

のアドレッシングとは異なり、いくつかの行が同時に選択される。これは、列電

極に関して正しい信号を決定するために数学的に処理されなければならない入力

信号の特別な処理を必要とする。上述したフレーム応答現象は、液晶材料の応答

時間に比例してフレーム時間が長くなりすぎるときに生じる。その場合、画素の
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透過は、複数の連続する選択における実効電圧値によってはもはや決定されず、

多かれ少なかれ与えられた電圧のパターンに従う。直交駆動の場合には、フレー

ム期間毎に画素が数回駆動されるように駆動信号が与えられる。従って、透過は

、再び、複数の連続する選択における上述した実効電圧値によって決定される。

カイラルネマティック液晶材料が上述した用途（電子新聞、テレフォニー、スマ

ートカード及び電子値札）に用いられる際には、一度情報が書込まれたのち駆動

電圧が取り除かれるので、連続する選択が存在しない間はこのような問題が生じ

ないことを注意されたい。

      【０００８】

  本発明は、選択期間が十分に長くなければならず、その結果、液晶（画素）は

与えられた信号の実効電圧値に反応する一方で、選択期間内に直交信号により複

数の行（ｐ行）が同時に駆動することができ、列信号は、画素の所望の状態と行

に関する対応する直交信号とによって決定されるという認識に基づいている。同

時に駆動される行には、ピクセルをスイッチングするために十分なエネルギーが

与えられる。その結果、表示装置は、ｐ倍高速に書込まれる。ｐ行は、表示装置

の表面に散在し得るが、連続する行のグループを形成することが好ましい。ｐに

関する最適値は、

【数３】

に示す画素の電気光学特性に依存すると考えられる。ここで、Ｖｏｎは、ホメオ

トロピック状態を経由してプレーナ状態へ遷移するために必要とされる反射（透

過）／電圧特性曲線における画素の両側の電圧であり、Ｖｏｆｆは、フォーカル

コニック状態への遷移に関する反射（透過）／電圧特性曲線における画素の両側

の電圧である。また、Ｖｐｆは、プレーナ状態からフォーカルコニック状態への

遷移に関する反射（透過）／電圧特性曲線における画素の両側の電圧である。

      【０００９】
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  基本的には、Ｖｐｆ、Ｖｏｎ及びＶｏｆｆは、ある一定の反射（透過）値への

到達に関連しており、例えば、最大反射値の９９％、９９％及び１％（又は、例

えば９５％、９５％及び５％）の値をとる。実際には、Ｖｏｎ及びＶｏｆｆは、

多くの場合、駆動回路（ドライバＩＣ）の調整により決定されることに注意され

たい。

      【００１０】

  また、反射（透過）／電圧特性は、履歴にも依存している。いくつかの場合に

は、選択後に到達する状態は、初期状態に依存しており、０ボルトの電圧におけ

る画素がプレーナ状態である初期状態と、０ボルトの電圧における画素がフォー

カルコニック状態である初期状態とは異なる可能性がある。これは、（例えば、

文字と数字とを組み合わせた）表示装置をオン－オフ・スイッチングするために

は問題ではないが、グレースケールもまた表示されるべき画像において高速に変

化させる場合には問題である。この機能を与えるために、本発明に係る表示装置

の好ましい態様は、動作状態において、駆動手段が、選択期間よりも前に、ｐ行

の画素のグループの液晶材料を（明白に）規定された状態に導く手段を有するこ

とを特徴としている。この規定された状態は、ホメオトロピック状態であること

が好ましいが、フォーカルコニック状態であってもよく、所定のテクスチャ（グ

レー値）に関連する状態であっても実現可能である。

      【００１１】

  直交関数に関しては、例えば、ウォルシュ（Walsh）関数が選択されるが、ハ

ール（Haar）関数、ラーデマッハー（Rademacher）関数、又はスラント（Slant

）関数などの他の関数が代わりに選択され得る。長い期間同じ種類の情報（例え

ば、内容が変化するページの一番上における文書のタイトル、又は電子新聞のペ

ージの一番下における「ページ」という語）を駆動する際に蓄積されることから

の直流電圧を防止するために、選択期間における選択電圧の電圧積分値が０であ

ることが好ましい。

      【００１２】

  本発明の上述した諸相およびその他の諸相は、以下に説明する実施態様から明

らかであり、以下に説明する実施態様に関連して理解されるであろう。なお、添
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付した図面は、正確な縮尺で描かれてはおらず、模式的なものである。

      【００１３】

    【発明の実施の形態】

  図１は、カイラルネマティック液晶材料２を備えた光変調セル１の部分断面図

である。カイラルネマティック液晶材料２は、例えばガラスにより構成され、電

極５，６を備えた２つの基板３，４の間に存在している。この装置は、必要に応

じて、基板の内壁上に液晶材料を配向させる配向層９を有している。この場合に

は、液晶材料は、正の光学異方性及び正の誘電異方性を有している。図１の例で

は、光変調セルは吸収層１０を備えている。

      【００１４】

  カイラルネマティック液晶材料２は、正の誘電異方性を有するネマティック液

晶材料と、ある一定のピッチＰでカイラルネマティック構造が生じるような量で

存在するカイラル材料との混合物である。上述したピッチＰは、液晶材料のディ

レクタが３６０度のねじれを作る距離である。液晶分子は、基板の壁面に対して

ほぼ垂直（又は、いくつかの場合には平行）に配向される。ここでは、第１の安

定な状態（プレーナ状態）は、ピッチＰのらせん構造により構成されている（図

１ａ）。光変調セルの厚さｄは、ピッチＰの数倍（例えば、６倍であるが、少な

くとも２倍）である。

      【００１５】

  プレーナ状態は、λ＝ｎ×Ｐ（ｎ：平均屈折率）前後の範囲の波長の光を反射

する性質を有している。図１の装置では、プレーナ構造が例えば青色光を反射す

るピッチを有するように液晶が選択され、黒色光を吸収するバックグラウンド１

０が選択される。従って、図示した表示装置により、黒色のバックグラウンド（

又は周囲の他の形態）に対して青色光の特性が生成される。

      【００１６】

  上述したカイラルネマティック液晶材料がフォーカルコニック状態を呈する他

の安定な状態（図１ｂ）は、（図１において電源１１及びスイッチ１２により示

されている）所定の値の１つ又はそれ以上の電圧パルスが電極５，６に印加され

た後に生成される。らせん構造は、いわば任意に配向される破片に分解され、入



(9) 特表２００３－５００７０７

射光は、その内部においてもはや（部分的に）反射せず、（入射光を）吸収する

バックグラウンドに到達する。

      【００１７】

  光変調セル全体にわたって高電圧の場合には、液晶材料は、ホメオトロピック

状態と呼ばれる第３の状態、すなわち、全ての分子が分子自身を電界の向きに向

け、光変調セルが（可視光の）全波長において透明である状態を呈する。駆動電

圧（信号の期間及び振幅）に依存して、光変調セルは、この状態からプレーナ状

態又はフォーカルコニック状態にスイッチングする。

      【００１８】

  図２は、図１の画素に関する反射／電圧特性曲線を示すものである。０ボルト

における状態は履歴に依存する。図に示した例では、カイラルネマティック状態

が選択されるので、画素は高い反射値Ｒで青色光を反射する。（閾値）電圧Ｖｐ

ｆの実効値を有するパルスに関して、液晶は、Ｒが実質的に０である（バックグ

ラウンドが目に見える）フォーカルコニック状態に変化する（曲線１）。パルス

の実効電圧は更に増大し、反射値はＶｏｆｆから再び増加し、高い値になる。０

ボルトにおいて液晶がフォーカルコニック状態である場合には、わずかに高い実

効電圧Ｖ’ｏｆｆにおいて反射値の増加が始まり（曲線２）、Ｖｏｎにおいて高

い反射値に到達する。しかしながら、遷移領域Ｖｏｆｆ－Ｖｏｎでは、明白に規

定されない中間の反射レベルがあり得る。ところが、文字と数字とを組み合わせ

た用途については、これは欠点ではない。例えばホメオトロピック状態を経由し

た（１またはそれ以上のパルスによる）各選択（情報の書込み）よりも前に、表

示装置（又はその一部）をいわば消去することにより、曲線（１）と曲線（２）

とが一致し、その結果Ｖｏｆｆ及びＶｏｎが明白に決定される。この場合には、

Ｖｏｆｆ及びＶｏｎは反射／電圧特性（例えば、最大反射値の１％及び９９％）

によって決定されるが、必要に応じて様々に（例えば、最大反射値の５％及び９

５％）規定され得る。また、この表示装置（又はその一部）は、フォーカルコニ

ック状態（又は、中間調のようなグレー値など他の明白に決定された状態）を経

由して消去され得る。

      【００１９】
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  図３は、時間ｔ０にプレーナ状態である画素の動的挙動を示すものであり、こ

の画素は、時間ｔ１にフォーカルコニック状態に変化し、（概してスイッチング

パルスの振幅の選択により）時間ｔ２にホメオトロピック状態にスイッチングさ

れる。このホメオトロピック状態は、当該パルスののち、プレーナ状態に緩和さ

れる。特に、プレーナ状態からフォーカルコニック状態への変化に関しては、用

いられる信号のパルス幅は所定の最小値である必要がある。パルスの存続期間が

短すぎると、画素はプレーナ状態に再び緩和される（図３では破線で示した曲線

）。十分な動作のためには、（好ましくは交流電圧として与えられる）スイッチ

ング信号の存続期間が少なくとも２０ミリ秒であるべきである。より大きな画像

構成（電子新聞）や、書込みが高速に、大量に行われる必要のある何らかの用途

（例えば、動画、調整電子レベル）については、これは長すぎる。

      【００２０】

  本発明によれば、選択期間ｔｓｅｌ中、直交する選択信号によりｐ行が同時に

駆動される。図４は、Ｎ行２２及びＭ列２３の交差領域における画素のマトリク

ス２１を有する表示装置の実際の態様を表すものである。この装置は、更に、Ｒ

ＯＭなどの行２２駆動用の直交信号Ｆｉ（ｔ）を発生させる行関数発生器２７を

有している。所謂基本（elementary）時間インターバルの間に、駆動回路２８を

経由してｐ行のグループを駆動する行ベクトルが規定される。行ベクトルは、ま

た、行関数レジスタ２９に書込まれる。この駆動方式のより広範にわたる説明は

、ＳＩＤダイジェスト９２の２２８～２３１ページに記載された “Active Addr

essing Method for High Contrast Video-Rate STN Displays”（T. J. Scheffe

r及びB. Clifton著）と、ジャパン・ディスプレイ９２の６５～６８ページに記

載された “A New Addressing Technique for Fast Responding STN LCDs”（T.

 N. Ruckmongathan等著）を参照されたい。

      【００２１】

  表示されるべき情報３０は、Ｎ×Ｍのバッファメモリ３１に記憶され、いわゆ

る情報ベクトルとして単位基本時間毎に読出される。列２３に関する信号は、各

単位基本時間中に、行ベクトルの有効値と情報ベクトル（列ベクトル）の有効値

とを掛け合わせ、そののち、ｐ個の得られた積を加えることにより得られる。単
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位基本時間中、行ベクトルの有効値と列ベクトルの有効値との乗算は、排他的論

理和Ｍのアレイ３２においてそれらを比較することによって行われる。積の加算

は、加算ロジック３３に排他的論理和のアレイの出力を加えることにより行われ

る。加算ロジック３３からもたらされる信号は、起こり得る電圧レベルｐ＋１を

伴う電圧Ｇｊ（ｔ）を列２３に供給する列駆動回路３４を制御する。

      【００２２】

  これは図５に示されており、この例では一度に４行を駆動する。ｔｓｅｌの間

に、４つの直交する選択信号Ｆ１（ｔ），Ｆ２（ｔ），Ｆ３（ｔ），Ｆ４（ｔ）

が行に与えられる。信号で示される情報（行１と列１との交差領域の画素はオフ

、他は全てオン）を得るために、列１に関して

【数４】

が必要であると共に、列２に関して

【数５】

が必要である。

      【００２３】

  既に述べたように、グレー値を明白に得るためには、これら画素を例えばホメ

オトロピック状態に導くことによる選択に先立って、画素がいわば消去されるこ

とが必要である。このため、望ましい場合には、画素は図５において行１につい

てのみ示されている消去又はリセット信号３５を受け取る。画素をまたがった直

流電圧を防止するために、選択信号及びリセット信号が直流成分を含まない信号

として与えられることが好ましく、これは、この例ではＦ１が用いられないこと

が好ましいことを意味する。一度に３行のグループを選択する例（ｐ＝３）では

、選択信号Ｆ２（ｔ），Ｆ３（ｔ），Ｆ４（ｔ）のみが与えられる。直流成分を

含まないとは、選択期間における選択電圧の電圧積分値が実質的に０であること

を意味する。存続時間に関して図５の信号Ｆ１…Ｆ４を二分し、選択期間の前半
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の間はそれら信号を与え、後半の間は反転した信号を与えることにより、直流成

分を含まない４つの行信号が得られる。

      【００２４】

  選択信号がより多い場合には、直流成分を含まない直交信号の数が一般に知ら

れているように増やされる。選択期間ｔｓｅｌ内で直交信号の最小の数は２であ

る。また、選択期間ｔｓｅｌ内で直交信号の最大の数は、所望のコントラスト及

びセルの特性に依存している。後述するように、最大のコントラストに対してｐ

の最適値を求めることができる。直交信号Ｆｉ（ｔ），Ｆｊ（ｔ）（ｉ，ｊ＝１

，…，ｐ）に関して、

【数６】

が成り立つ。

列信号は、以下のように、ｐ個の直交する行信号の数値演算により求められる。

【数７】

（１）

ここで、＋及び－の符号は、画素が「オフ」であるか「オン」であるかを示す。

選択された行（この例では、行１）における画素電圧の実効値Ｖｐ，ｅｆｆに関

して、選択期間中、

【数８】
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（２）

が成り立つ。

      【００２５】

  列電圧は、正規化定数Ｃを伴う、ｐ個の直交する行信号から成り立っている。

行１（数式１）に関しては、表示されるべきデータにより決定されるＧ（ｔ）に

おけるＦ１（ｔ）に関する符号のみが、画素の実効電圧（数式２）に影響を及ぼ

す。他の全ての直交信号±Ｆｊ（ｔ）（ｊ≠１）は、データに依存せず、一定の

影響を与える。

      【００２６】

  表示装置は、一度に書込まれると、表示装置の他の部分の書込み中に、列信号

によって最初に書込まれたｐ行が最も乱される。行１における非選択画素の実効

値Ｖｒｏｗｎｏｎ－ｓｅｌ，ｅｆｆに関して、フレーム時間の残りの部分におい

て

【数９】

（３）

が成り立つ。

      【００２７】

  Ｎ行を有する表示装置に関して、ｔｆｒａｍｅ＝Ｎｔｓｅｌが成り立つ。ｐ行

のグループが最初に書込まれたのち、他の（Ｎ／ｐ－１）行のグループが書込ま

れる。従って、（Ｎ／ｐ－１）ｔｓｅｌの間、最初のグループは干渉電圧の影響
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下におかれる。

【数１０】

これは、選択後の最初のｐ行のグループにおける干渉電圧の最大実効値に関して

次式を与える。

【数１１】

（４）

すなわち、

【数１２】

（５）

上述した影響に基づく表示装置の（パッシブ）駆動の場合には、先に書込まれた

情報の起こり得る（部分的な）消去を防止するために、プレーナ状態からフォー

カルコニック状態への遷移に関して、最大の列電圧の実効値は閾値電圧Ｖｐｆよ

り低くなければならない。すなわち、

【数１３】

（６）

を満たすべきである。しかしながら、列信号を経由して、プレーナ状態（オン）

又はフォーカルコニック状態（オフ）へ画素を導くこともまた可能である。数式
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（５）及び数式（２）から数式（７）

【数１４】

（７）

及び数式（８）

【数１５】

（８）

となる。最適の定数（従って、書込みが行われる、関連する加速ファクタ）での

直交関数の最大値ｐを決定するために、上記の数式が書換えられる。数式（８）

におけるＶｐｆについての条件は、従来の材料に関しては限定的ではないので、

省くことができる。従って、数式（７）及び数式（８）において、数式（６）の

代わりに

【数１６】

（９）

及び

【数１７】

（１０）
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が与えられる。これにより、

【数１８】

（１１）

すなわち

【数１９】

（１２）

が導き出される。数式（７），（８）において（≦）及び（≧）を等号として解

釈すると、Ｆ２は最適値となる。その場合には、加算が与えられる。

【数２０】

（１３）

従って、数式（６）において等号を用いる場合には、数式（１２）に数式（１３

）を代入することにより、

【数２１】

（１３）

のように、ｐについて与えられる最適値に関する数式が与えられる。また、数式

（６）において等号を用いる場合には、数式（６）に数式（１３）を代入するこ

とにより、
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【数２２】

（１５）

の示すように、正規化定数Ｃに関する数式がもたらされる。

      【００２８】

  最適値ｐは、最大のコントラストを与え、また、選択期間ｔｓｅｌ内に直交信

号によりｐ行が駆動されることを示している。使用用途がより小さい数を認める

場合には、その数もまた勿論十分である。この場合には、より少ない駆動電子回

路しか必要としない。また、コントラストを犠牲にするものの、直交信号により

ｐｏｐｔよりも多数（例えば、１．５～２倍）の行を駆動することも可能である

。ｐ＞１／２ｐｏｐｔにおいて、書込み動作は相当速くなる。

      【００２９】

  実施例１：双安定コレステリック－ネマティック液晶表示装置に関して、選択

期間を５０ミリ秒とした。図２の曲線における種々の電圧に関する値は、Ｖｏｆ

ｆ＝２５ボルト、Ｖｏｎ＝２９ボルトとし、コントラストを６．４とした。また

、Ｖｐｆ＝６ボルトとしたところ、ｐｏｐｔ＝８．６、Ｆ＝２６．４Ｖ、Ｃ＝０

．２３という結果が得られた。従って、この双安定コレステリック・ネマティッ

ク液晶表示装置は、いわば約９倍の速さ（最適なコントラストでは８倍）で、よ

り高速に書込むことができる。選択パルスの存続期間が５０ミリ秒の状態では、

この実施例では、５００ミリ秒の１フレーム期間内に１０行ではなく９０（８０

）行が書込まれ得る。

      【００３０】

  実施例２：双安定コレステリック・ネマティック液晶表示装置に関して、選択

期間を１０ミリ秒とした。これは、電圧／反射曲線が短い選択期間と共に変化し

、図２における（曲線ｂの）反射値が０に到達しないので、コントラストを犠牲

にする。図２の曲線における種々の電圧に関する値は、ここでは、Ｖｏｆｆ＝２

８ボルト、Ｖｏｎ＝３２ボルトとし、コントラストはわずか３．０である。また
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、Ｖｐｆ＝７ボルトとしたところ、ｐｏｐｔ＝１１．６、Ｆ＝２９．３Ｖ、Ｃ＝

０．２４という結果が得られる。従って、この双安定コレステリック・ネマティ

ック液晶表示装置は、いわば約１２倍の速さで、より高速に書込むことができる

。選択パルスの存続期間が１０ミリ秒の状態では、この実施例では、例えば５０

ミリ秒の１フレーム期間内に５行ではなく６０行が書込まれ得る。

      【００３１】

  本発明は、勿論上述した例に限定されるものではなく、種々変形可能である。

例えば、コレステリック－ネマティック液晶材料の反射特性を用いる必要はない

。厚さ及び材料が適切に選択されれば、コレステリック－ネマティック液晶材料

の配向が回転するであろう。透過型又は反射型の表示装置は、偏光子及び適切な

検出手段により実現され得る。直交信号は、異なる方法で生成され得る。

      【００３２】

  冒頭の段落で述べたように、準備フェーズと発生フェーズとの間の実際の選択

期間を伴って、これら準備フェーズ及び発生フェーズを用いる特別な駆動モード

により、異なる状態のために必要なアドレス時間に到達することが可能である。

また、準備フェーズ又は発生フェーズの個々の使用も可能である。この場合には

、コレステリック－ネマティック液晶材料の効果（ここでは、駆動）に基づく表

示装置は、選択期間中、直交信号により制御される。

      【００３３】

  更に、上述したように、本発明は、電界が存在しない安定な少なくとも２つの

複数の状態を呈する電気光学材料層を有すると共に、アドレス中、電気光学材料

層が実効信号により駆動され、両方の状態に関して反射（透過）／電圧特性曲線

が閾値を示す表示装置に適用可能である。更なる特性曲線が、例えばカイラルネ

マティック材料に関して図２に示したような曲線の変化と同じように変化する必

要はないが、少なくとも２点は一致するべきである。

      【００３４】

  本発明は、新しい固有の特徴のそれぞれ及び全て、並びに固有の特徴の任意の

組み合わせに帰するものである。

【図面の簡単な説明】
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    【図１】  本発明に係る光変調セルの２つの異なる状態の断面図である。

    【図２】  図１の表示装置に関する反射－電圧特性曲線を表す図である。

    【図３】  画素の動的挙動を表す図である。

    【図４】  画素のマトリクスを有する表示装置の実際的な態様をを表す図で

ある。

    【図５】  簡略化されたマトリクスに関する行信号及び列信号の変化を示す

図である。

    【符号の説明】

  １…光変調セル、２…カイラル液晶材料、３，４…基板、５，６…電極、９…

配向層、１０…吸収層、１１…電源、１２…スイッチ、２７…行関数発生器、２

８，３４…駆動回路、２９…行関数レジスタ、３１…バッファメモリ、Ｐ…ピッ

チ、Ｒ…反射値

【図１】
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【図２】

【図３】
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【図４】
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【図５】
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【国際調査報告】
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/NF17 2H093/NF28 2H093/NG00 2H093/NG20 5C006/AC13 5C006/BA12 5C006/BB12 5C006/FA12 
5C006/GA02 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/DD08 5C080/FF10 5C080/JJ02 5C080/JJ04 5C080
/JJ05 5C080/JJ06

优先权 1999201690 1999-05-27 EP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

通过使用正交信号对脉冲进行寻址，可以获得用于双稳态手性向列液晶
显示器的快速寻址方法。 结果，在一行寻址时间内可以寻址更多行。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/741ab28f-30d1-42a1-86d9-1aee56a734c7
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/008240247/publication/JP2003500707A?q=JP2003500707A

